
                                         令和６年（2024 年）４月 6 日 

 

                        第 1 回運営委員会議事録 

 

【日時】 令和 6 年（2024 年）4 月 6 日 9 時 30 分より 11 時 30 分まで 

【場所】 多目的室 

 

 出席者(敬称略) 

 田中校長先生、高橋教頭先生、小貫先生 

執行 ４名 

学級 ４名 

文健広報 ３名 

ふれあい ３名 

生活指導 ３名 

総務 ５名 

 

１、豊友会会長挨拶 

はじめまして、今年度の豊友会会長となりました。よろしくお願いします。昨日無事に入学式を終えて数年ぶり

に綺麗な桜の咲いた入学式となりました。今年度がスタートしますが、皆様も一年間よろしくお願いします。 

 

２、校長先生挨拶 

 おはようございます。満開の桜の美しい景色のなかで新年度がスタートしました。始業式がありますが、学校

も着任式と離任式があり、去られる先生もおれば新しく来られる先生もおります。今後一年間いろいろな場面

で見守っていただいて、いろいろな楽しいこともしていただいて、一緒に過ごしていきます。どうかよろしくお

願いいたします。 

 

３、議題 

① 各委員自己紹介 

  多目的室にいる全員に委員名と名前、一言をそれぞれいただいた。 

 【教頭先生挨拶】 

  本年度より赴任しました高橋です。教頭としてはじめての学校が上野小学校で 

うれしく思っております。 

 【校長先生】 

  令和八年度から上野小学校の全面改修がはじまることが決まりましたが、 

   4～５年かかる予定ですので、まだ少し先の話になります。 

 

 

② 豊友会活動について（会長より） 

豊友会は今過渡期に入っている。会長がなかなか決まらない、会費徴収が年４回から年１回 7200 円へ

の変更。（学校補助費徴収がなくなり、手数料を抑えるため。）上野という地域は地域やこどもと近い距離

を持ち、良い地域しようと皆が思っている。半面、会計、書類作成、印刷など皆さんに負荷がかかっている

ところも多くある。各委員会の意見を頂戴しながら、こどもと一緒に楽しめるというところを大事にし、よ

り負担なくすすめていきたい。 

 

 



③ 委員会令和５年度事業計画について（男副より） 

 現状４年度の実績では収入より支出が上回っており赤字。理由は物価上昇によるもの。会費徴収方法

の変更により、今後収入の減少などが大きく見込まれる。現状繰越金を取り崩している。対策として一つの

案ですが、今後委員会や学校と相談しながら、できるだけ経費を削減していくことが重要である。（特に需

用費印刷25万円雑費16万円）ペーパーレス化などもできる限り進めていきたい。こどもたちのための予

算を減らさないよう、皆様と協力していきたい。 

 

④ 年度の総会の開催方法（会長より） 

以前は体育館にあつまってきていただいて総会を開催していた。アフターコロナでも以前のように集める

ことも難しいだろう。昨年会則も変更されているので、皆様の合意があれば書面にての開催としたい。 →

全会一致で書面総会にて可決 

 

⑤ 会計監査役員選出（会計資料を会計代読） 

 前年度会計、前年度会長、全前年度会計を選出。 

→全会一致で承認 

 

 【連絡事項】 

4/21 9 時 2024 年度予算諮問委員会、2023 年度決算報告＆会計監査があり作業室立ち入り不可。 

 

⑥ サポートポイント制度について（男副より） 

今年度よりサポートポイント制度が始まる。参加した人がメリットを感じて参加促進することを趣旨として

いる。ご協力お願いしたい。 

（委員経験とはなるが、委員免除ではないことには注意してほしい） 

 

⑦ クラス委員選出の説明（女副より） 

お子様一人一回が前提であるにもかかわらず、選出されても断る方がおられる一方、何度も委員をして

いただくなど偏りがある。これではサポートポイントなども全く意味がなくなってくるため、できる限り選

出された方が断らない状況をつくりたい。 

過去二年は書面のみでの選出としていたが、電話などクローズドな状況では断られることも多い。懇談会

での選出はメリットはオープンな場であれば、断りにくい。 

デメリットは人数が必要で自身のお子様の懇談会にでられないなどある。 

執行からの提案→決まりにくいクラスに絞って懇談会での選出としてはどうか。 

 

【委員会からの意見】 

 ・電話は今かけてもなかなか出ないので懇談で対面選出の方が良いのではないか 

 ・学校の回線から電話できないのか→学校の回線を使うことは難しい（校長先生） 

 ・作業室の電話をお知らせした方が、電話にでてくれるのではないか 

 ・選出が嫌で懇談に出なくなるのでは→欠席でも出席者の総意従うと書面で確認 

 ・高学年とくに六年生が決まらないので、選出が難しいクラスに人数絞ればいい 

・アンケートをする前に知り合いに声をかけるなど水面下での根回しが必要なのでは 

 ・懇談会をまわる人数を確保するのが大変なのではないか 

→運営委員会に出席しているかたで有志が何人かいたので人数でまわれる 

 ・兄弟児で下の子のクラス委員をしたい場合はどうなるか。 

  →委員活動は下の子でできるが、委員経験は上の子にて記録される 

 ・過去、懇談での選出を経験したが、比較的スムーズであった。 

 ・毎年このように委員選出を詰める時間がないというのは、問題ではないか？ 

  →１年任期ではやってみないとわからない部分も多い。 

   成功失敗など来年につなげていきたい 

 



以上の議論を踏まえ、懇談会にて選出することで全会合意。 

※その他 総務委員とクラス委員の兼務については、各委員了承とのこと 

 

⑧ 連絡事項（女副より） 

事前に配布した資料について説明。 

※領収書の記載事項は、4/21 の諮問委員会にて承認の上結果を報告する。 

 

二回目以降の運営委員会については、参加は各委員会の裁量にお任せし、無理ない運営委員会としてい

きたい→豊友会 HP などで前年度の運営委員会の議事録など参照としてはどうか（校長先生） 

 

⑨ その他（校長先生より） 

豊中市の施策で申し込みされたお子様が月曜から朝 7 時から体育館にて過ごします（学校側はノータッ

チ）。その他の子供については、これまで通りの登校になります。 

  

４、教頭先生挨拶 

豊友会が子供たちのために尽力いただいていることを感じることができた。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

    

 次回、第 2 回運営委員会は１１日が土曜参観のため、５月１８日（土）９時３０分より 

多目的室と ZOOM で開催予定 


